







The Organization of The Course of Study Which Made 
Connection with “The Special Subject Morality” and 
The Special Activities: 
A Plan for the Class-Making Which Took A Moral Judgment Seriously and Practice
TEZUKA, Hiroshi
Abstract
It is lack of the actual effect that present moral education isn't connected with the solu-
tion of the actual life problem that it is specially pointed out as a problem even of that 
though the background which reaches the subject of the morality is given the formaliza-
tion of the moral education, the negligence of the moral class of the feeling principle and 
the moral class by the leader, and so on. It becomes a subject by the new outline based on 
the character of the morality with working for the fulfillment of the moral education, and 
it is asking to define the effective way of guiding it to cope with a bullying problem and 
so on. 
The course of study which made connection with the moral education which it can 
make use of for the daily life scene at school concretely toward the solution of the life 
problem concerned with the personal relations such as a bully problem elementary school 
upper grades junior high school, and the class activities close is formed, a plan for the 
moral education with the new outline which it made use of a connection between the mo-
rality and the sociality for is done in this paper. Furthermore, the practice of the class-
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問題解決（A solution of a problem）／ 道徳判断（Moral judgment）／ 









































































































































































（ 2） 内藤俊史『子ども・社会・文化―道徳的な心の発達―』サイエンス社、1991年、第 3章「道徳的な判断と
その芽生え」においてコールバーグの道徳段階に基づき、児童期以降の正しさの判断の段階を各発達段階
に応じた役割取得、道徳的原則、学ぶ内容等について論じている。














































































































































（ 8） 文部科学省『小学校学習指導要領解説　特別活動編』東洋館出版社、2008年、 3頁、第 1章総則編、改善
の具体的事項。













































































































































































































































































































































































































現に努めることができる。     
（5）資料
〈近隣の学校の事例として〉
同じクラスのAさんが無視されていま
す。あなたも無視の中心となっているグル
ープから「Aさんとは口をきくな。」と言
われました。あなたはどうすべきですか。
それはなぜですか。それを実行するとどん
な結果が予測されますか。
（6）展開前段（個々の判断と討議）
・ 「断る」と「断らない」の判断の根拠で討
議していった。
・ 「断らない」の理由としては「自分も無視
されてしまうから。」「いじめに遭いたくな
い。」等が多かった。「断ると言いたいが、
自分もそのグループから無視されるという
恐怖があるので、積極的に無視するのでは
なく、傍観者という立場でAさんと距離を
とる可能性がある。」という意見に対し多
くが納得する。　
・ 「断らない」という理由に「今は断れない
が、いじめはしたくないし無視しているグ
ループの一員にはなりたくないので、先生
や大人に相談し解決策を考える。」という
意見があり、この考えに対しても納得する
児童が多かった。
・ 「断る」の理由としては、「みんなでの無視
はいじめである。」「自分が無視されいじめ
に遭うかもしれないが正しくないことはし
ない。」「いじめのあるクラスにはしたくな
い。」等が出された。
・ それぞれの判断理由を結果の予測を問いな
がら、みんなで納得できるかどうか確認し
解決策を考えていった。
・ みんなで話し合う前は「勇気を出して断り
たいが、次は自分が無視されるかもしれな
いので断われない。Aさんには申し訳ない
が距離をとるようになりそうである。」と
いう傍観者的立場の考えが多かったが、討
議を通してお互いの考えを聞き合い解決策
を探るなかで「多くの友達が不正を断れな
く困っていたことが話し合いからわかっ
た。このままでは学級での無視やいじめは
解決しない。」という意見から「一人では
断る勇気がないが、みんなでなら断れる。」
という当事者としての意見に繋がり「いじ
めや無視はクラスみんなの問題として考え
なければ解決しない。」と第4段階である
学級の視点から解決策を模索する方向に進
んでいった。
（7）展開後段（合意形成）
・ 現時点における合意形成の方向として「無
視やいじめを見かけたときや誘われたと
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き、このクラスではどう対応しますか。」
と担任から投げかけた。
・ 無視やいじめに加担するよう誘われたとき
はきっぱりと断る。目撃したときは自分と
は関係ないと考えず、みんなの問題として
取り上げて解決策を話し合う。
・ 「正義の通る学級」を創っていく。学級の
みんなで考えた「正しさ」が実現できるよ
う、先生達や保護者にも応援してもらいた
い。
（8）授業後（事後指導）
・ 授業の振り返りとして感想を記載させた
が、無視をしていたグループのメンバーの
一部からも「グループでの仲間関係は続け
ていくが、無視やいやがらせには加わらな
いし、やめようと注意したい。」とあった。
・ 道徳授業以降Aさんや友達から無視が継続
していないことを確認した。
・ 最悪の場合を想定し、教師からは子どもた
ちに、どんな些細な情報でも連絡するよう
伝えた。「先生に言いつけた」とならない
ように、手紙や電話、保護者経由での連絡
等具体的対応を伝えた。
【生活問題⑤体育のチームゲームにおける話
し合い（10月）B パターン（体育・短学活）】
問題の概要、ねらい、留意点
体育のボールゲームではサッカーの得意
な児童6名をチームリーダーとして選出し、
そのチームリーダーを中心に作戦や練習、
ゲームをおこなってきた。あるチームのメ
ンバーからチームリーダーが自分一人で攻
撃して周りにパスを出してくれない。その
事を本人に話してもゲームに勝つためには
最も良い作戦として取り入ってくれないと
申し出があった。6チームのチームリーダ
ーを集めて状況を説明し話し合いを持った。
（判断と討議）
・ チームリーダー6名を集めて、チームの和
とゲームに勝つこと等、それぞれの考えを
話し合った。
・ チームが勝てば、ほとんどゲームに参加で
きない仲間がいても良いか。チームワーク
が良くても勝たなければ意味が無いのか。
・ 勝たなければ意味が無い。チームの勝利の
ためには活躍できない仲間も出てくるが守
備に専念することも大切なことである。
・ いくら勝ってもチーム内の人間関係が悪く
なっては体育の時間だけでなく学校生活全
体が楽しくなくなる。
・ チームリーダーとしてメンバーの技能向上
の練習やチームの作戦を考える中でチーム
ワークが高まっていく。チームが結束して
いくことがリーダーの役割ではないか。
・ どちらも大切なことではあるが、チームリ
ーダーとしてどう判断するかを再度問う。
（合意形成の方向）
・ 放課後の短学活の中では合意形成には至ら
なかった。ただ、話し合いを継続していく
きっかけになり、リーダー同士が集まって
意見を交わしている様子が見られた。
・ 以降の体育の時間では、申し出のあったチ
ーム内の練習方法や作戦において、リーダ
ーを中心にチームワークを重視する場面が
多く見られるようになってきた。
【生活問題⑥音楽発表会にむけての関係者間
の話し合い（11月）B パターン（音楽・短学
活）】
問題の概要、ねらい、留意点
校内音楽発表会に向けて、朝の会や帰り
の会などに学級ごとに歌声練習に取り組む。
音程を上手にとることを苦手とするAさん
に対して数名の児童が嘲笑する様子が見ら
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れた。教師主導でグループの関係者への指
導をおこなった。
（判断と討議）
・ 嘲笑した児童数名を集めて話し合いを持
つ。
・ 「先生や友達には、目配せや嘲笑、さげす
んだ様子等のみんなの行為が人権に関わる
問題と考えるが、あなた方はどう考える
か」を問う。
・ いじめや嫌がらせなどの深い意図があった
わけではない。以前仲間内でAさんの歌声
について話題になったことがあり、その歌
声を真似した友達の様子を思い出して笑っ
てしまった。いじめたつもりはないが、結
果としてAさんやクラスのみんなに嫌な思
いをさせてしまった。
（学級の視点から判断させる）
・ 仲間内においてAさんの話題で盛り上がっ
ていたが、Aさんや学級全体のことを深く
考えるには至らなかった。仲間内では楽し
いことでも場合によってはクラスの雰囲気
を悪くしてしまう。
・ 自分にも苦手なことがあり、それを取り上
げて笑われたらとても嫌な気になる。
・ 仲間内で話題になったときに、人を傷つけ
る悪口や真似はやめるようにすべきだっ
た。また、お互いに注意しあうべきだっ
た。
（合意形成の方向）
・ グループだけの時でも、クラスや学校の一
員として考え判断していくこと。クラスを
前向きに引っ張っていけるような友達関係
にしていくことをグループ内で話し合い合
意形成した。
・ この件をきっかけに、その後の歌声練習等
では良い雰囲気で取り組める様になってき
た。
おわりに
対人関係問題の解決に向けた「判断・討
議・合意」による枠組みでの学級の質を高め
る道徳授業や学級活動の授業等を実践してき
た。上記においていくつかの事例を紹介して
きたが、これらを含めた数回の授業で子ども
たちが営む学級の質や個々の道徳性が劇的に
向上していくとは考えていない。日々生じて
くる生活問題を解決していくにあたり、学級
開き当初は自分とは関係のない問題として考
えていた子どもたちが、「判断・討議・合意」
による話し合いを短時間でも日常的に行って
いくことで、友だち関係の中で多くの他者と
の関わりを持つことになり、学級の視点から
判断しなければ自分たちの生活問題は解決で
きないと考える児童が徐々に多くなってくる
取り組みである。生活問題の解決を目指す道
徳授業では子どもたちが自ら問題解決に取り
組み、理由や結果を考えながらより現実的で
妥当な道徳判断をしていく。学級における対
人関係問題をみんなで話し合い納得できる最
善の解決策を模索する中で、社会性と結びつ
いた道徳性を育成していくことが可能となる
道徳授業といえる。
道徳授業、学級活動にはそれぞれに固有の
特質を持っているが、教育活動を展開してい
くにあたり両者を厳密に区別して指導してい
くことは現実的ではなく、道徳教育は教育活
動の要として教科等の枠を超えた全教育課程
で展開していくことが大切である。特に実効
性のある道徳授業を展開していくためには学
級活動との連携が欠かせない。そのために
は、「道徳性と社会性」「内的規範と外的規
範」「長期的視点と短期的解決」の視点を踏
まえ、道徳と特別活動の連携を密にした教育
課程を編成していくことが、新しい枠組みに
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よる実効性のある道徳教育につながっていく
と考える。
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